平成25年10月17日
各位
プレ戦略イニシアティブ「日本語日本文化発信力強化研究拠点形成」
筑波人文情報学研究会
人文情報学（デジタル・ヒューマニティーズ）ワークショップ開催のお知らせ
プレ戦略イニシアティブ「日本語日本文化発信力強化研究拠点形成」と筑波人文情報学研究会は、下記の通り人文情報学（デジタル・ヒューマニティーズ）に関するワークショップを開催します。人文資料のデジタル化、データ共有、成果発信等に興味のある方はぜひご参加ください。
記
ワークショップ「デジタル・ヒューマニティーズと人文科学の再接続」
■日時
平成25年11月9日(土) 10:00-17:00
■場所
筑波キャンパス中地区 共同利用棟A 201室
http://www.tsukuba.ac.jp/access/map_central.html

■プログラム
◇趣旨説明（10:00-10:15）
和氣愛仁（人文社会系）
◇講演（10:15-11:00）
「デジタル・ヒューマニティーズのこれまで」
永崎研宣（人文情報学研究所主席研究員・所長）
◇第1セッション「デジタル・ヒューマニティーズの学際性」（11:00-12:00）
「図書館情報学から見たデジタル・ヒューマニティーズ」
宇陀則彦（図書館情報メディア系・図書館情報学）
「人文科学から見たデジタル・ヒューマニティーズ」
永井正勝（人文社会系・言語学）
◇第2セッション「研究事例報告」（13:00-14:50）
「マークアップと視覚化による思想研究の試み」
土井裕人（人文社会系・宗教学）
「古代エジプト語の高精細画像を用いた言語データベースシステム」
和氣愛仁・永井正勝・高橋洋成（人文社会系・言語学）
「人とコンテンツを結ぶ: コンテンツのデジタルアクセスとその支援」
阪口哲男（図書館情報メディア系・情報科学）
◇パネルディスカッション「デジタル・ヒューマニティーズと人文科学の再接続」（15:00-16:30）
和氣愛仁（人文社会系）
永井正勝（人文社会系）
阪口哲男（図書館情報メディア系）
永崎研宣（人文情報学研究所）
ほか
◇全体質疑（16:30-17:00）
■開催趣旨
デジタル・ヒューマニティーズ（人文情報学）は、人文科学と情報科学にまたがる学際研究分野である。人文系諸分野において半ば暗黙のうちに継承されてきたさまざまな「知」を、情報科学的な手段をもって明示的かつ共有可能なものとして再構築・提示しようというのが、デジタル・ヒューマニティーズの主要な任務のひとつである。しかしながら、特に伝統的な人文系の研究者からみたときに、情報科学的な手段を用いること自体が、ある種の障壁となっていることは否めない。伝統的な人文系諸分野において多大な業績を残している研究者が、デジタル・ヒューマニティーズに一定の可能性を認めつつも、情報科学的な障壁のためにデジタル・ヒューマニティーズへの参画を躊躇することがあっては、人文科学、デジタル・ヒューマニティーズの双方にとって大きな損失である。デジタル・ヒューマニティーズで扱われる研究対象はまさに人文科学で扱われる研究対象そのものであり、そういった研究対象への深い理解がなければデジタル・ヒューマニティーズの進展は望めない。一方、伝統的な人文系諸分野にとっても、研究を進展させるために極めて有効な方法論の獲得の機会を逃すことになる。そのようなことから、本ワークショップでは、特に伝統的な人文系諸分野の研究者に対して、デジタル・ヒューマニティーズの歴史と現在の状況、具体的な研究事例を提示することを通じて、デジタル・ヒューマニティーズが持つ可能性をわかりやすく提示するとともに、人文科学が潜在的に持っているデジタル・ヒューマニティーズに対する期待や要望をすくい上げるためには、デジタル・ヒューマニティーズの側から人文科学に対してどのようなプレゼンテーションが必要かということを考える。
■主催
プレ戦略イニシアティブ「日本語日本文化発信力強化研究拠点形成」
筑波人文情報学研究会（人文社会系および図書館情報メディア系の教員による研究グループ）
■連絡先
和氣愛仁（人文社会系、文芸・言語専攻）waki.toshihito.fn@u.tsukuba.ac.jp
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